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~ 
定例町議会

川
内
中
学
校
屋
内
運
動
場
等
改
築
工
事
請
負

契
約
、
公
共
下
水
道
川
内
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設

工
事
委
託
契
約
な
ど
十
三
件
を
可
決
!

平
成
十
年
度
の
六
月
定
例
町
議
会
は
、
六
月
二
十
二
日
開
会
し
、
川
内

中
学
校
屋
内
運
動
場
等
改
築
工
事
請
負
契
約
な
ど
議
案
十
三
件
、
陳
情
一

件
が
提
案
さ
れ
、
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
、
陳
情
は
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た

。

ま
た
、
平
成
九
年
度
川
内
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告
な
ど
二
件
の
報
告
が
あ
り
、
六
月
二
十
四
日
閉
会
し
ま
し

た
。

な
ど
総
額
一
億
七
十
六
万
円
の
補

正
と
な
り

ま
し
た

。

補
正
総
額
一
O
O
、
七
六
O
千
円

累
計
総
額

五
、

二
七
二
、
七
八
三
千
円

企川内中学校屋内運動場完成予想図

‘川内中学校屋内運動場平面図

一
補
正
予
算

口

一
般
会
計

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
委
託
料

位竺」室炉句協寝鴻種詣孟孟孟蓋重量富

里望書聖書置量

1 階平面図

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と
お

り

で
す
。

O
町
民
運
動
場
測

量
設
計
委
託
料

一
一
、
四
O
O
千
円

。
集
会
所
等
電
話
通
信
設
備
設
置

事
業
補
助
金
五

O
O
千
円

。
介
護
保
険
事
業
計
画
・
新
老
人

保
健
福
祉
計
画
策
定
委
託
料

四
、
五

一
五
千
円

。
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
委
託
料

三
回
、
0
0
0

千
円

。
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
(
土
地2 階平面図
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購
入
費

・

移
転
補
償
費
)

三
二
、
四
O
O

千
円

口
簡
易
水
道
特
別
会
計

水
質
検
査
手
数
料
で

補
正
総
額

一
、

三
四
四
千
円

累
計
総
額一

九
四
、
三
五
五
千
円

口
公
共
下
水
道
特
別
会
計

処
理
場
建
設
委
託
、
管
渠
布
設

工
事
な

ど
で
補
正
総
額

九
二

、

0
0
0

千
円

累
計
総
額六

五
八

、

O
八
O
千
円

口
ふ
る
さ
と
交
流
館
特
別
会
計

屋
外
照
明
新
設
工
事
な
ど
で

補
正
総
額
八
、

一
七
七
千
円

累
計
総
額
九

二
、

八
九
四
千
円

般
議
案

O
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い

て地
方
税
法
等
の

一
部
改
正
に
伴

い
、
川
内
町
税
条
例
並
び
に
川
内

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
を
一
部

改
正
し
た
も
の

O
川
内
町
有
線
放
送
電
話
の
設
置

並
び
に
管
理
に
関
す
る
条
例
及

び
川
内
町
有
線
放
送
電
話
施
設

分
担
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

川
内
町
有
線
放
送

電
話
施
設
廃

止
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
廃
止
し

た
も
の

O
投
票
管
理
者
等
の
報
酬
支
給
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経

費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
伴
い

、

投
票
管
理
者
等
の
報
酬

支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
し
た
も

のO
川
内
町
総
合
運
動
公
園
建
設
基

金
等
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

川
内
町

総
合
運
動
公
園
建
設
基

金
を
川
内
町
総
合
運
動
公
園
建
設

費
及
び
運
動
施
設
整
備
費
に
充
て

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
し
た
も

のO
川
内
町
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
実
施

要
綱
が
改
正
さ
れ
、
患
者
の

一
部

負
担
制
が
五
月

一
日
か
ら
導
入
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
川
内
問
乳
幼

児
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
を
改

正
し
た
も
の

O
棚
田
地
域
等
緊
急
保
全
対
策
事

業
(
惣
田
谷
上
・
井
内
黒
岩
地

区
)
の
施
行
に
つ
い
て

棚
田
地
域
等
緊
急
保
全
対
策
事

業
(惣
田
谷
上
・
井
内

黒
岩
地
区
)

の
施
行
認
可
申
請
を
行
う
た
め

、

議
会
の
議
決
を
求
め

た
も
の

O
川
内
中
学
校
屋
内
運
動
場
等
改

築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
金
額
五
七
二

、

二
五
O
千
円

事
業
量

屋
内
運
動
場
、

鉄
筋
コ
ン
ク

工
リ
ー
卜
造

一

部
鉄
骨
造

二

階
建
、
延
べ

面
積
二
、
六

一
三

・
七
平

方
メ
ー
ト

ル

ロ
u
u
宜
ρ

平
成
十
年
六

月

二
十
四
日

事

か
ら
平
成
十

一
年
三
月
十

五
日
ま
で

O
川
内
町
公
共
下

水
道
根
幹
的
施

設
の
建
設
工
事

委
託
に
関
す
る

基
本
協
定
の
締

結
に
つ
い
て

契
約
金
額

一
、
九
八
O

0
0
0

千
円

事
業
量

管
理
棟
及
び
水
処
理

施
設

式
工

日
刀

廿
且
ハ
ド

平
成
十
年
度
か
ら
平
成
十

年
度

-・ ­J 
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報
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口

O
平
成
九
年
度
川
内
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て

地
方
自
治
法

施
行
令
の
規
定
に

基
づ
き

、

繰
越
明
許
費
操
越
計
算

書
を
調
製
し
、
議
会
に
報
告
し
た

も
の

O
川
内
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営

状
況
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
き

、

川
内
町

土
地
開
発
公
社
の
経
営
状

況
を
議
会
に
報
告
し
た
も
の

川内j争 化セン ター

陳

情

O
川
内
町
商
工
会
館
の
建
設
に
つ

い
て

町
の
活
性
化
と
商
工
業
の
発
展

の
た
め
、
平
成
十

一
年
度
中
に
建

設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

川
内
町

商
工
会
館
の
建
設
に
つ
い
て

、

そ

の
建
設
資
金
の
助
成
と
現
在
用
地

の
借
用
を
要
望
し
た
も
の
で

、

継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
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第
十
八
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
去
る
七
月
十
二
日
行
わ
れ

ま

し

た
。

今
回
の
投
票
率
は
、
前
回
の
参
議
院
選
挙
の
五
三

・

O

七
%
を
上
回

る
五
八

・

五
五
%
と
な
り

ま
し
た

。

川
内
町
に
お
け
る
投

票
率
と
開
票
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

。

-比例代表選出議員選挙
政党等別得票数 (届出順)

.選挙区候補者別得票数 (届出|慎)

1 ， 559 票美睦林

1 2 4 票まこと宇都宮

33 9 票佑啓里子日

2 ， 0 48 票

746 票

5 ， 0 4 7 票

23 0 票

l 票持ち帰 り

f生 宮フ7古て 所
有権者数 投票者数 投票率

(人) (人) (%) 

第 l lヤ 央 /A?，、、 民 館 3,884 2,347 60.43 

第 2 )11 上 字 校 3,139 1,798 57.28 

第 3 奥 松瀬 川 公民館 284 175 61.62 

第 4 河之内 公 民館 665 342 51.43 

第 5 井 内 -:í又、、 民 官官 358 238 66.48 

第 6 土 谷 ノJ.六戸、、 民 自官 144 76 52.78 

第 7 滑川 生活改善 セ ン ター 146 71 48.63 

￡口> 8,620 5,047 58.55 

a‘ 

たけし

けい子

4 ， 8 1 6 票

投票総数

有効投票

無効投票

-投票区別投票者調べ (選挙区)

公 明 988 

第 2 院 ク ラブ 4 0 

青年 自 由党 1 3 

日 本 共産 党 533 

社 会民主 党 363 

新党 さき がけ 3 9 

民 王 ρ具uL. 756 

自 由 民主 党 1 , 6 0 7 

女 ' 1生 Jρ込'-'. 6 5 

自 由 連 え口》、 3 3 

維新 政党 新風 7 

自 由 中ノ年レ 331 

宗万 社 ぷ:z:;;λ λ凡U. 6 3 

ス ポ ー ツ平 和 党 4 3 

投票 総 妻女 5 司 051

有効 投 iHi 4 , 8 8 1 フヲて

盤 効 刀iHiて 1 7 0 

間

田

里子

日

仁コ
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幸
せ
で
明
る
い
長
寿
社
会
を
築

き
高
齢
者
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
、

九
月
十
五
日
か
ら

二
十

一
日

ま
で
老
人
保
健
福
祉
週
間
の
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

川
内
町
で
は

、

老
人
保
健
福
祉

週
間
の
記
念
行
事
と
し
て
九
月
十

五
日
(
敬
老
の
日
)
に
中
央
公
民

館
で
老
人
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

こ
の
大
会
で
は
、
健
康
優
良

老
人
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
方

な
ど
へ
表
彰
や
記
念
品
の
贈
呈
、

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の
敬
老
作

文
の
発
表
、
老
人
意
見
発
表
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

老
人
福
祉
大
会
へ
の
出
席
者
の

と
り
ま
と
め
は
老
人
ク
ラ
ブ
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
六
十
五

歳
以
上
の
老
人
ク
ラ
ブ
へ
未
加
入

の
方
で
老
人
福
祉
大
会
へ
出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

地
区
班
長
さ
ん
へ
、
八
月
十
日
ま

で
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
の
都
合
で
希
望
さ

れ
る
方
が
多
数
の
時
は
、
ご
出
席

い
た
だ
け
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

川
内
町
で
は

、

め
で
た
く
金

一婚
式
を
迎
え
た
ご
夫
婦
を
老
人
調
査
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

一

一
福
祉
大
会
に
ご
招
待
し
、

心
か
度
金
婚
式
に
該
当
す
る
と
思
わ

一
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
れ
る
ご
夫
婦
や
お

心
当
た
り
の

一

一
い
ま
す
。

方
は
、
福
祉
課

(
2
9
6
6

・
一

今
年
度
、
金
婚
式
該
当
は

、

2
2
2
2

)
ま
で
ご
連
絡
く
だ

一

…
⑧
⑮
⑧
 

お
め
亡
と
う
ご
ざ
い
参
事
f

一

一昭
和
二
十
三
年

一
月

一
日
か
ら
さ
い

。

婚
姻
届
出
日
を
確
認
し

、

一

一
昭
和
二
十
三
年
十
二
月

三
十

一

該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
に
は

、

老

一

一
日
ま
で
に
婚
姻
届
出
を
さ
れ
た
人
福
祉
大
会
へ
の
ご
案
内
を
い

一
ご
夫
婦
で
す
。

た
し
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ

一
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、

一

川
内
町

で
は
、
平
成
十
年
度

の
職
員
等
採
用
試
験
を
次
の
要

領
で
実
施
し
ま
す

。

O
募
集
職
種

一
仙
収
古
宇
除
問
酔
川

一

-

j

-
-
j

!

?若
干
名

土
木
・
建
築
技
術
職

一

保
健
婦
一
名

幼
稚
園
教
諭

一
名

調
理
員

一
名

消
防
職

一
名

O
受
験
資
格

(
一
般
事
務
職

、

土

木
・
建
築
技
術
職
)

昭
和
凹
十
四
年
四
月

一
一
日
か
ら
昭
和
五
十

六
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

(
保
健
婦
)

昭
和
四
十
凹
年
凹
月

一
一日
か
ら
昭
和
五
十

三
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
で
、

保
健
婦
の
免
許
を
も

っ
て
い
る
者
、
又
は
、

平
成
十

一
年
四
月

一
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
者

(
幼
稚
園
教
諭
)

昭
和
四
十
四
年
四
月

二
日
か

ら
昭
和
五
十
四
年
四
月

一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
幼

稚
園
教
諭
の
免
許
を
も
っ
て

い
る
者
、
又
は
、
平
成
十
一

年
四
月

一
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
者

(
調
理
員
)

昭
和
二
十
九
年
四
月

二
日
か

ら
昭
和
五
十
六
年
四

月

一
日
ま
で

に
生
ま

れ
た
者

(
消
防
職
)

昭
和
五
十
年
四
月

二

日
か
ら
昭
和
五
十
六

年
四
月

一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

O
試
験
内
容

・

筆
記
試
験
(
高
校

卒
業
程
度
)

・

面
接
試
験

・

体
力
試
験

(消
防

職
の
み

)

※
調
理
員
は
面
接
試
験

の
み
実
施

。
受
験
申
込
み
の
受
付

期
間

平
成
十
年
七
月

二
十
四
日

か
ら
平
成
十
年
八
月
十
九
日

ま
で
。

そ
の

他
採
用
試
験
に

関
す
る
詳
し
い
こ
と
は

、

役

場
総
務
課
ま
で
お

尋
ね
く
だ

さ
い
。

(E
9
6
6

・
2
2
2
2

)

(町職員等を募集します/|

a ‘ 



• .ll童扶養手当

児
童
扶
養
手
当
は

、

現
在

、

母

子
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
等
に
対

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す

。

手
当
の
支
給
を
受
け
る
方
等
の

所
得
が
二
疋
額
以
上
あ
る
場
合
に

は
、

手
当
の
全
部
又
は

一
部
の
支

給
を
停
止
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

平
成
十
年
八
月
以
降
の
月

分
の
手
当
の
支
給
に
関
す
る
所
得

制
限
に
つ
い
て
は

、

次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
び
制
度
の
改
正

に
よ
り
、
未
婚
の
母
子
の
方
で
児

童
が
父
親
に
認
知
を
受
け
た
場
合

も
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

現
在
、
未
婚
の
母
子
の
方
で
児

童
が
父
に
認
知
を
さ
れ

、

手
当
を

受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
は

、

七
月

中
に
認
定
請
求
を
行
う
と
八
月
八
万

の
手
当
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

。

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
児

童
福
祉

課
(
宮
9

4

1

・
2

1
1
1

内
線

2

5
3

2
)、

川
内
町
役
場
福
祉
課

(2
9
6
6

・
2
2
2

2

内
線
3
5
)

ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

90.4万円

204.8万円

192 .0万円

300.0万円

426.0万円

600.0万円

=今

=今

=今

~ 

二争

=今

90.4万円

204.8万円

272.2万円

407.8万円

731.7万円

946.3万円

(所得)

(収入)

(所得)

(収入)

(所得)

(収入)

※収入は、所得に対する目安です。

0所得制限限度額
・本人 (2人) 全部支給

一部支給

-扶養義務者 (6人世帯)

児
童
扶
養
手
当

Q

&

A

 

母
子
福
祉

i 固
いでの
て収所今
ぃ入得固
ま三制
す O 限児
。 O が童

私万二扶
は円人養
に世手

離な帯当

婚
後
母
子
二
人
で
生
活
し
、
前
年

の
収
入
は
三

O
O

万
円
を
超
え
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
場
合
は
、

支
給
対
象
外
な
の
で
現
況
届
け
を

し
な
く
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か

。

O
現
況
届
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限
の

適
用
は

、
収
入
額
よ
り
各
種
の
控

除
を
引
い
た
所
得
額
で
決
定
し
ま

す
。

し
た
が
っ
て
、
母
子

二
人
で

生
活
し
て
い
て

、

収
入
が
三
0
0

万
円
を
超
え
て
い
る
場
合
で
も
各

種
の
控
除
(
例
え
ば
寡
婦
控
除
が

該
当
す
れ
ば
三
十
五
万
円
)
の
適

用
に
よ
り

、

手
当
を
受
け
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た

、

現
況
届
を
提
出
し
な
い

と
、

そ
の
後
の
所
得
制
限
に
該
当

し
な
く
な
っ
て
も

、

手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、

現
在

、

児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
全
員
必
ず
現

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

提
出
期
間
は
毎
年
八
月

十

一
日

か
ら
九
月

十
日
ま
で
で
す
。

O
認
定
の
請
求
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
認
定
を
受
け
る
方
に

つ
い
て
も

、

所
得
制
限
の
適
用
は

収
入
額
か
ら
各
種
の
控
除
を
引
い

た
所
得
額
で
決
定
し
ま
す
。

ま
た

、

児
童
扶
養
手
当

の
認
定
の
請
求
は

、

法
律
に
よ
り

、

支
給
要
件
に
該
当

し
て
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
場
合

に
は
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で

、

現
在
所

得
が
一
定
額
以
上
あ
る
場
合
で
も

受
給
資
格
認
定
の
請
求
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

-
E
-・
所
得
制
限
に
よ

っ

て
手

-
-
一
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
た

l
l
l

場
合

、

母
子
家
庭
を
対
象

と
し
た
貸
付
金
が
あ
る
と
聞
い
た

の
で
す
が

、

ど
の
よ
う
な
仕
組
み

で
し
ょ
う
か

。

a調‘

母
子
世
帯
の
経
済
的

・

社
会
的

自
立
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
児

童
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
の

制
度
と
し
て
修
学
資
金
等
の
各
種

資
金
の
貸
付
を
行
う
母
子
福
祉
資

金
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

母
子
福
祉
資
金
貸
付
制
度
で
は

、

児
童
扶
養
手
当
制
度
の
所
得
制
限

の
見
直
し
に
よ
り
手
当
の
全
部
又

は

一
部
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
方

に
対
し
て
は

、

そ
の
停
止
さ
れ
る

額
を
限
度
に

、

無
利
子
で
児
童
の

養
育
に
要
す
る
資
金
の
貸
付
を
行



つ
児
童
扶
養
資
金
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

i ri1 
.X ・・・・・・4・・
講 る 習
でと 会ホ
き聞 な l
るきどム
のま がへ
でし行ル
k たわパ
丈 カず れ | 
品 、 ての
誰い講

母
子
家
庭
の
自
立
促
進
と
生
活

の
安
定
を
図
る
た
め
、
そ
の
母
親

が
有
利
に
就
労
で
き
る
よ
う
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー

プ
ロ
、

和
裁
な
ど
の
諮
習
会
を
愛

媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。読書感想文

宮
司

省
拐 -

E
a
育
児
の
悩

み
や
、

生
活
設

F
O』
計
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

ー
ー

を

し
た
い

の
で
す
が
、
相

談
に
応
じ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う

か
。

ま
た

、

母
子
福
祉
制
度

の
問
い
合

わ
せ
先
は
。

生
活
の
こ
と
、
住
ま
い
の
こ
と

、

砂部門及び応募資格

O小学校低学年の部

O小学校高学年の部

O 中学校の部

(各学校を通じて応募)

0一般の部

町内在住の一般町民

(高校生・大学生を含む)

子
ど
も
の
養
育
な
ど
の
問
題
に
悩

ん
で
お
ら
れ
る
母
子
家
庭
の
お
母

さ
ん
や

寡
婦
の
方
の
相
談
相
手
と

し
て

、
松
山
地
方

局
に
母
子
相
談

員
が
配
置
さ
れ
勤
務
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

、

。

'ν
 【

母
予
相
談
員
】

口
相
談
日

口口
古 松 問 温 相 月
9 111 い 泉 談
4 地 合 Z!日 員 火
l 方 わ 担
局 せ 当 木

l 先 !
1 1也村金
1 t攻上 Hl~
1 :fliï 日
祉吊

母
子
相
談
員
の
ほ
か
、
母
子
福

祉
協
助
員

、

民
生
児
童
委
員

・

主

砂応募作晶

未発表のものに限ります

砂応募用紙

400字詰原稿用紙 5 枚以内とし、

l 行自に「私の感銘を受けた本J

と書き、次の行に書名 、 著者名、

発行所名を書く 。

氏名、年齢、住所、職業を必ず

書いてください。 任
児
童
委
員

、

愛
媛
県
母
子
福
祉

セ
ン
タ

ー

(2
9
3

1

・
1
0
2

2

)、
婦
人
相
談
所

(8
9
4
1

・

3
4
9
0

)
な
ど
の
相
談
窓
口
が

あ
り
ま
す
。

砂応募締切

平成10年 10月 2 日までに川内 IIIJ

中央公民館事務局へ。

砂発表と表彰

各部門とも入選 3 点以内、佳作

3 点以内とし、広報で発表。

入選 、 佳作とも賞状と記念品を

贈ります。 ※ 早左出 3電
書 の前降 場ラ O 現 急、記し児 童
が平住に平合リ受 は年況 にのま 童 手
必成ん転成に l 給 申金 l号 提添し手要十で入卜提マ者 立加 I~ 出付た 当 当
で年いし年出ンが 書入量 し 書 か現 懇
す度たた 一 等被 証な て類?況 鍋
。 所市方月 ) 用 明添 くをま届 届
得区は ー で者 書イ寸 だそだは te
証町、日 あ( ま室 さろのも つ
明村以以 るサ た霜 いえ人ぅ ω

。 ては提 て
ノ



受
け
る
方

・
沖
縄
特
例
対
象
者

・

沖
縄
特
別
対
象
者

・

I
T
-
-

R

­

N
T
T

の
国
家
公
務
員
共
済
組
合

法
に
基
づ
く
共
済
年
金
受
給
者
及

び
外
国
送
金
者
に
係
る
も
の
は
今

ま
で
ど
お
り
送
付
さ
れ
ま
す

。

物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
改
定
以

外
の
支
給
額
の

変
更

・

支
払
機
関

を
変
更
さ
れ

た
と
き
は
、

そ
の
都
度
改

め
て
お

知
ら

せ
し
ま
す
。

土地。固定資産税村
毎年.J:.1ぎる小暗培ぜ?

年
金
支
払
い
通
知

年
1

固
巳
簡
素
化

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
受
け

て
い
る
皆
さ
ん
、

二
カ
月
毎
、
年

に
六
四
年
金
を
支
払
う
都
度
お
送

り
し
て
い
ま
し
た
年
金
の
支
払
通

知
書

・

振
込
通
知
書
が
、
六
月

か

ら
年

一
回
に
な
り

ま
し
た
。

年
金
の
支
払
い
回
数
は
、
年
六

回
で
変
わ

り
あ
り

ま
せ
ん
。

毎
年
六
月
に

、

一
年
間
(
六
月

・

八
月

・

十
月

・

十
二
月
・

二
月
・

四
月

)
の
各
支
払
日
及
び
年
金
額

を
ま
と
め
て
お
知

ら

せ
し
ま
す
。

た
だ
し
、
郵
便
局
窓
口
で
支
払
を

良い医療は
医師との信頼
関係から

-ホームドクターのすすめ・
病気になったときに 、 お医者さんが自

分の症状について十分に説明してくれ、

質問などにも答えてくれると患者として

はたいへん安心できるものです。

ホームドクターのよいところは、患者

との長いつきあいで生活状態、過去の病

歴などを把握していてくれることで患者

に対して的確なアドバイスをしてくれる

ことです。

ぜひ、近所の開業医を訪ね、我が家の

ホームドクタ ーを見つけておきましょう 。

1 早期発見、早期治療を心がけ
ましょう

2重複受診はやめましょう

3薬ねだりはやめましょう

4家族ぐるみで健康づくり

.，ω*ω*ω*“*ω*ω*ω~-，ω*ω*ω.*. 

健康診査で
健康づくり

「|
|
4

評
価
額
が
前
年
度
と
変

一Q
一わら
な
い

、

ま
た
は

下
が

「
|
|
」
っ

て
い
る
の
に
、
税
額
が

上
昇
す
る
の
は
ど
う
し
て
も
納
得

が
い
き
ま
せ
ん

。

評
価
額
が
下
が

っ

て
も
税
額
が

上
が
る
の
は
ど
う

し
て
で
し
ょ
う
か

。

1
1

」

地
域
や
土
地
に
よ
っ
て

-
A一評
価
額
に
対
す
る
税
E

r
-
-

」

に
格
差
が
あ
る
(
例
え
ば

一
O
O
万
円

の
評
価
額
の
土
地
で

あ
っ
て
も
、
謀
税
標
準
額
が
七

O

万
円
の
も
の

と

こ
O
万
円
の
も
の

が
あ
る
。

)
の
は
税
負
担
の
公
平
の

観
点
か
ら
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ

こ
で
、
平
成
九
年
度
の
税
制
改
正

で
は
、
こ
の
格
差
を
解
消
し
て
い

健康づくりの基本は 「自分の体は自分

で守るj という姿勢です。 年に I 度と決

めて健康診査を受ければ、 自分の体に対

する関心が高まり、すこやかな毎日を送

ることにつながります。 健康診査の通知

があったり 、 広報紙などで健診のお知ら

せがあったときは積極的に受けるように

しましょう 。

く
た
め
の

仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

こ

の
仕
組
み
は

、

負
担
水
準
(
評

価
額
に
対
す
る
前
年
度
課
税
標
準

額
の
割
合
)
が
高
い
土
地
は
税
負

担
を
引
き
下
げ
た
り
据
え

置
い
た

り
す
る
一
方

、

負
担
水
準
が
低
い

土
地
に
つ
い
て
は
な
だ
ら
か
に
税

負
担
を
引
き

上
げ
て

い
く
仕
組

み
に
な

っ

て
い

ま
す
。

a・h

健康診査を受けると
女病気の早期発見・早期治療に

つながります

女病気の予防につながります

女健康状態が継続的にチェック

できます



青少年非行防止
あいさつ運動

募集要領

川内IIIJ青少年中ìlj導センタ

ーでは、 青少年の健全育成

と 非行防止に取り 組 むため 、

右記の要領で楳諾を募集い

た し ます。

ふる っ て応募してください。

-応募資格 川内"町に在住する者

・内 容 青少年の非行防止に関するもの

・形 式 自由 (学校名 、 学年 、 職業 、 住

所 、 氏名を 明記)

・応募締切 平成10年 9 月 1 0 日

・応募標語 未発表のもの

・応募先干791 - 0309

川内 111] 大字南方264

川内 IIIT青少年補導セ ンター

「例J 0 となりの子 わが子と思 う 愛の手を

0親と子の 会話で花咲 く 明るい家庭

4 ・日時 8月 1 1:1 (土)午後8 11寺-
1 ・場所 中央公民館大ホール
6 ・受講料 400円

j 鱈 則肉町震祭り

( ・日鴎
s ・場筒8月29日 (士) 13: 30"-' ~ 

中央公民館大ホール j ・肉容
川内町PTA連合会川内町高校生父母 6

の会・川内町教育委員会・川内町ボラン:

ディア協議会 川内町社会福祉協議会?

アニメ「地球が動いた日J 80分 4 
講演 ボランティア団体神戸元気村!
副代表吉村誠司氏 ; 

れ1

側
…鳥…酬

明
ず

日
干
Z

O

F
側
、

・

山E
.
E
a

-日暗
・場筒
・主催

.肉容

「人
生
に
夢
を

心
に
健
康
を
」

宮
尾
す
す
む

(
タ
レ
ント

8月22日 (土)

午後6時~
川|内中学校グランド

古レザー光線ショ

古盆踊リ

古夜店

*みこし鉢合わせ

古その他各種

イベン卜あり

8月
イベント

愛
媛

夏
幸
大
牢

-



保健衛生実践会 惨
40周年記念事業

6月 20 日、保健衛生実践会の40周年記念事業「健

ffftのJ!i命を広げる集い」が中央公民館で開催されまし

た。

ロビーでは、健康センターの保健婦らが血圧測定

や体脂肪測定などを行い、参加者 (約400人)の健康

相談に気軽に応じていました。

その後、 大ホールで、柏木寛照氏

(比叡山三宝荏住職) の「心豊かな生

き方」と題しての講演が行われまし

た。

川向申学校定 惨
プヌ -IL聞き

7月 3 日、新しくな った川内中学校のプー

ルで関係者を集め、“プール開き"が行われ

ました。

式典、水泳部による模範泳法披露の後、

生徒たちは、対抗形式の水仁I]~境技をして新

しいプールを楽しみました。

力メラレポート

祝 保健衛生実践:

‘手づく.1竹ボーキを
プヌ ι也、〉ト

6月 24 日、下海ヒの篠森秋好さ んが手づくりの

竹ボーキ130本を学校へ贈りました。

篠森さんの手づくりの竹ボーキは丈夫で長持

ちすると評判で、学校も大喜びでした。



力メラレォ:-ト

‘ ~--111肉申学校
屋肉運動場起工式

7月 9日、川内中学校屋内運動場の起工式が川内

中学校で行われました。

起工式には、森町長をはじめ、議会工事関係者

など約30名が出席し、工事の安全を祈願しました。

町肉一斉美化清揖惨

7月 12 日、 IIIJ内一斉の美化清掃が行わ

れました。

中学生や小学生の参加も多く、みんな

で缶拾いや草刈 りに精を出しました。

暑い中の作業でしたが、大勢参加して、

地域が美 しく生まれ変わりました。

‘老人ワ弓ヲ、と小学2年生が
温泉定交流

7 月 14日、ふるさと交流館で老人クラブと 川上小学校 2 年

生との交流会が開かれました。

これは、小学 2 年生の生

活科の授業の一環で行われ

たもので、はじめにそれぞ

れのグループに分かれて自

己紹介やゲームで交流を深

めた後、みんなでい っ しょ

にお風呂に入り、文字どお

り「はだかのつきあしづを

実践しました。
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惣
河
内
神
社
(
河
之
内
V

で
お
神
楽
奉
納

六
月
二
十
七
日
、
河
之
内
の
惣
河

内

神
社
で
お
神
楽
の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す

。

「
こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

こ

れ
は
、

2
9
6
6
・
2
2
2
2

白
猪
の
滝
で

清
掃
活
動

六
月
二
十
九
日

、

た
ば
こ
組
合
川
内

支
部
が

、

河
之
内
問
屋
の
白
猪
の
滝
駐
車

場
間
近
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た

。

夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
行
わ
れ

た
清
掃
活
動
で

、

空
き
缶
な
ど
の
ご
み

が
一
掃
さ
れ

、

辺
り
は
見
違
え
る
ほ
ど

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

。

~婦人会から~
花いっぱいフォーラム

100人ものお人が力を貸して下さり、ありが

とうございました。 おかげで今年も道路端で美

しい花を咲かせてくれるのでしょう。 EZ り 上が

ったこの気持ちで環境にも心にも美しい花を l咲

かせたいものです。

(
代
)

川
内
吟
社

七
月
例
会
報池

川
明
谷

日
に

匂
ふ
山
の
い
さ
れ
や
采
の
花

て
也
、
ぱ
さ
と

女
隊
長
登
山
か
な

高
須
賀
清
江

ト
p
'

之
、J

p
p
t

甲
t

山

頂
を
踏
み
山
彦
を
呼
び
に
け
り

三了
向

;綴

お
互
い
の
息
災
を
・
一
吾

ひ
西
瓜
食
ぶ

ル
能
…
回

木
の
鳥
居
く
ぐ
れ
ば
険

し

登
山
道

森
林
浴
一
初
の
忙
忘
れ
を
り

近
1J1，も

高
須
賀
茅
花

後
向
き
に
背
負
は
れ

し

児
よ
富
士
与
一
山

4南

鳥
の
戸
脚
下
に
問
こ
ゆ
を
山
か
な

;也
)11 

孫
の
段
く
太
さ
な
大
さ
な
登
山
靴

第 2 回桜学級(人権学習)
8 月 9 1:1 ( 日 ) 午前 9 11寺より中央公民館大ホ

ールにて開催される第21 回川 内 IIIJ同和教育研究

大会に参加して勉強します。 子どもさんのかわ

いい作文発表 、 外国人によるシンポジウムと

続き、みのり多い学習になりましょう 。

交通安全キャンペーン全国キャラパン隊
8 月 27 日 (木 ) の夕刻、日本全国を 3 班に

分かれ駆け回るフラ ッ グを重信 IIIJ より受け継

ぎ、川内で交通安全を呼びかけ松山へむかい
ます 。 交通安全母の会のテーマは 「交通安全

はお茶の l'lij から j です。 ご家族に交通安全を

11乎びかけましょう 。

池
)11 

8 月 EM ポカシづくり
8 月 30 1:1 ( 日 ) 午後 2 時より仁|コ央公民館大

ホールにてボカシづくりをします。 ポカシが

できるばかりでなく、皆さんの効果的なボカ

シ利用のお話が聞けます。 多くの方のご参加
をお待ちしています。 選

斗
清

惚
…
幸

度
一

千
春

治
子

水
穂、

雨
乞
い
儀
式
で
深
い
関
係

一

の
あ
っ
た
重
信
町
牛
淵
の
浮
島
神
社
の

一

氏
子
の
方
々
(
牛
淵
昭
和
倶
楽
部

)
の

一

ご
協
力
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。

一

半
世
紀
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
お
神
楽
の

一

奉
納
に
は
、
河
之

内
地
区
の
地
元
の
方

一

を
は
じ
め

、

多
く
の
方
が
見
に
来
て
お

一

り
、
神
楽
奉
納
の
聞
の
ぐ
る
り
に
は

、

ヵ

一

メ
ラ
や
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
て
い

一

る
人
も
見
ら
れ
ま
し
た

。

一

牛
淵
昭
和
倶
楽
部
に
よ
る
お

一

神
楽
奉
納
は
λ

午
後
二
時
半
か

一

ら
は
じ
ま
り

、

①
舞
之
口
、

②

一

児
神
楽

、

①
手
草

、

④
三
面

、

⑤

一

神
迎
、
⑤
四
天

、

⑦
大
魔

、

③
鬼

一

帰
、

①
山

之
翁
、
⑮
長
万
之
舞

、

一

⑪
弓
之
舞

、

⑫
天
岩
戸
之
舞
の

一

十
二
の
神
楽
が
奉
納
さ
れ

、

午

一

後
四
時
半
に
終
了
し
ま
し
た

。

一

古
式
ゆ
か
し
い
お
神
楽
の
舞

一

と
、

そ
の
舞
台
を
華
や
か
に
演

一

出
す
る
か
の
よ
う
に
咲
く
ア
ジ

一

サ
イ
の
花
が
印
象
的
で
し
た
。

一

:桐

谷
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川
内
町
建
設
業
組
合
よ
り
寄
付
金

六
月
三
十
日
、

役
場
町
長
室
に
お
い

て
、

立 何 組 町
てか合建
てに よ 設 川
ほ役り業 内

し
い
と

寄

。
U満

-
間
金
が
川
内
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

一
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ご
厚
情
に
対
し
厚
く
お

礼
申
し

一
上
げ
ま

す
。

大
盛
況

"
ふ
る
さ
と
青
空
市
“

四
月

一
日

オ
ー

プ
ン
の
川
内
町

ふ
る

一
さ
と
交
流
館
の
隣
り
で

、
松
瀬
川
営
農

一
組
合
の

青
空
市
が
毎
週
土

・

日
曜
日

、

一
聞
か
れ
て
い
ま
す

。

同
組

合
員
が
地
元

.

の
新
鮮
な
た
ま
ご

一
や
野
菜

・
花
き
の

一
ほ
か

、

そ
の
朝
つ

一
く
っ
た
つ
く
り
た

一
て
の
コ
ロ
ッ
ケ
、

一
巻
き
寿
し

、

桜
も

一
ち
、
お
も
ち
な
ど

ての
い 加
ま工
す口

。 を

し

Z玄 4
フIて 仏

々 な
ち
ゃ

ん

( 8 月 7 日 生) 街角トピックス
泣き虫奈々ちゃん元気に育ってね

(父 ・ 母 より )

写真の花は、オニユリに似ています

が、オニユリの特徴である珠芽 ( むか

ご ) がありません。 茎もオニユリのよ

うに黒っ ぽくなく 、 す っ きりとしてい

ます。

図鑑を見てみると、その特徴からコ

オニユリと思われます。

(情報提供 博さん)宮内井内

-・・・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・・・・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・・ ・・・ ・ ・ ・・ ・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・ ・ ー. .

「一寸 志詰 ‘ 

川 昌'
同番l

¥ 

介
』
ト
自λω

古7
く
ん

菅
野
4 

茜i
ち
ゃ

ん

( 8 月 15 日生) Jll!f 

川
柳
も
づ
く
吟
社
七
月
例
会
報

喜
撰

一子

色
あ
せ
た
親
子
の
件
母
子
手
帖

衣
替
え
マ
ネ
キ
ン
関
節
升
さ

れ
る

都
々
逸
も
良
い
な
と
忠
う
節
ま
わ
し

御
詠
歌
の
け
即
に
似
て
い
る
祖
父
の
唄

優
し

さ
が
こ

こ

に
も
出
て
る
花
名
刺

名
刺
出
す
子
が
ふ
る
え

て
る
新
入
社

髪
染
め
た
節
目
は
人
に
語
る
ま
い

ピ

1

ア
ー

ル
名
刺
の
哀
が
狭
す
き
る

大
物
は
名
刺
の
哀
で
用
を
足
し

気

が
付
け
ば
い
つ
か
古
司
一顔
う
る

さ

型

節
く
れ
た
指
が
育

て
た

真
面

目
な
子

ハ
イ
カ
ラ
な
名
刺
ネ
オ
ン
の
九
う
け

艶
話
し
古
い
事
よ
と
逃
げ
て
お
く

日
時

場
所

兼
題

( 8 月 15 日生)

首はやさしく 、 亨はたくまし く育 っ
てね。 愛ちゃんと 三人11j1 よくね。

(父 ・ 母 より )

八
月
例
会
御
案
内

片
待
。
森
美
登
里

田
中

渡
部
佐
久
良

田
の
岡
田
州

菅
好

ヰ公
同

山

本
佐
々
木
胡
舟

高
岡

山
本
ひ
ろ
士
叫

都
築
登
貴
子

乎
同

高
瀬
喜
撰
亭

八
月
二
日

(日
)
午
後
七
時
三
十
分

中
央
公
民
館
三
階

間
・

汚
・

宣
(
(
読み
込
み
可

松
村

桃?
子:
ち
ゃ

九

( 8 月 24 1:1 生)

生まれてきてくれて本当にありがと
う きょうだい 3 人仲良くネ !

(父-母より) 選若
峯

日
美
雪

義
国

紫
~，ー

コデ

J.tl:. 
:j", 
ご百
t翠L

i宋
舟
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入
国
警
備
官
募
集

5

高
校
卒
業
程
度
5

口
受
付
期
間

8

月

口
日
(
月)1
8

月

訂
日
(
月)

口
受
験
資
格

昭
和
印
年
4

月
2

日

1

昭
和
田

年
4

月
1

日
生
ま

れ
の
者

口
採
用
予
定
数

約
却
名

口
試
験
日

・
試
験
種
目

第
l

次
試
験

9

月
幻
日

(
教
養
試
験
・
作
文
試
験
)

第
2

次
試
験

9

月
お
日

(
人
物
試
験・
身
体
検
査

・

身
体

測
定

・

体
力
検
査
)

口
申
込
み
用
紙
請
求
先

〒
7
6

0

・

0
0
6

8

高
松

人
事

市
松
島
町
l

の
口
の
お

院
四
国
事
務
局
(
包
0
8
7

・

8
3

1

・
4

7

6
5

)
ほ
か

口
申
込
み
先

高
松

法
務
省
高

一T
7
6

0

・

0
0
3
3

市
丸
の
内
1

の
l

松
入
国
管
理
局

(8
0

8
7

8
2
2
5
8
5
2
)

ほ
か

講習会名 日 時 定員・受講料 申込 日 時
女就

女性再就職
9月7日 -9月 11 日 30名 7月 27日~ 性労

準備支援集団
の5日間 無料 8月 19日 のをセミナー

@⑮ 9月 21 日 -11 月 13日 @.⑮コース各30名
た希

ワープロ 9月8日-11 月 26日 無料 (教材費一部 8月 1 7日~ め望
までの聞の21 日 自己負担) 8月 2 1 日 のす

30名 言蕎る
経理事務

9月9日 -11 月 2日
無料 (教材費一部 8月3日~ 習までの聞の2 1 日
自己負担) 8月 26日 4企:....

コ0;-

口
会
場

松
山
市
山
越
町
4
5

0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
申
込
方
法

印
か
ん
持
参
の
う
え

、

愛
媛
県

女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

(2
9

2

3

・
2
2

0
1

)
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

園
全
固
ま
ん
が
税
金
展

園
作
品
募
集

ロ
テ
l

マ

税
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば

何

で
も
結
構
で
す
。

例
え
ば
、
「
税

の
は
た
ら
き
」、

「
将
来
の
税
」

な
ど
。

口
応
募
資
格

誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

個
人

、

グ
ル
ー

プ
を
問
い
ま
せ
ん
。

口
表
現
方
法

B
4

サ
イ
ズ
l

作
品
1

枚

口
応
募
締
切

9

月
初
日
(
水
)

口
応
募
先

4 署市
1 -，若
税草

9 の 町
l ま 4
2 んの
l カ{ 3 
、~ '-

係松
( 山

宮 税松
9 務 LU

一T
弓
t
Q
d
ハ
U

・
ハ
U
只
u
n
u
只
U

圃
放
送
大
学
(
教
養
学
部
)

圃
平
成
叩
年
度
第
2

学
期

圃
(叩
月
入
学
)
学
生
募
集

-

月
紅
白
か
ら

、

C
S

デ
ジ
タ

ル
放
送
で
全
国
放
送
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
で
授

業
を
行
い
、
自
宅
で
学
習
で
き
ま

す
。

口
募
集
学
生

全
科
履
修
生

(
卒
業を
目
指
す

学
生

・

今
学
期
か
ら
全
国
で
募

集
開
始
)

選
科
履
修
生

(
一
年
間
在
学
す

る
学
生
)

科
目
履
修
生

(
一
学
期
間
「6

カ
月
」
在
学
す
る
学
生
)

口
出
願
受
付

8

月
日
日

(
土
)ま
で

口
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

一T
7
9
0

・

0
8
2
6

以
山
内
h
l
』

}

|
 

市
文
京
町
3

送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

(8
9
2
3

・
8
5
4
4

)

愛
媛
大
学
内
放

圃
い
じ
め
・
な
や
み
等

圃
の
教
育
相
談

口
日毎

週
月

・

火
・

水
・

金
曜
日

午
前
8

時
却
八
刀1
午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館
2

階
教
育
相
談
室

容

a画‘

口
内い

じ
め

・

登
校
拒
否
等
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て

、

本
人
ま
た

は
保
護
者

・

関
係
者
か
ら
の
相

火
火

口
相
談
員

渡
部
良
温
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

(
無料
・

秘
密
厳

守
)

口
電
話
相
談

E
9
6
6

・

6

1

5
0
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園
行
方
不
明
者
等

園
捜
索
強
化
月
間

身
近
な
人
の
中
に
、
突
然
行
方

が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
方
、
長
い

間
、
音
信
不
通
の
方
は
い
ま
せ
ん

品
川

警
察
で
は

、

8

月
中
を

「行
方

不
明
者
捜
索
強

化
月
間
」
と
し
て、

行
方
不
明
者
の
発
見
に
努
め
た
り

身
元
不
明
死
者
の
身
元
確
認
活
動

を
強
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

。

こ
の
期
間
中
、
「
特
別
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

口
相
談
所

8

月
ロ
日

(水
)
叩
時
l

M
時

松
山
東
警
察
署

園
八
月
は
、
「
電
気
使
用

園
安
全
月
間
」

夏
は
水
を
使
、
っ
機
会
が
多
い
う

え
に
、

暑
さ
で
汗
を
か
き
や
す
く

な
る
た
め
感
電

事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す

。

「ぬ
れ
手
に
電

気
」、

「
ぬ
れ
手

に
。

フ
ラ
グ
」
が
危
険
な
こ
と
は、
十

分
ご
承
知
で
し
ょ
う
が
、
つ
い
ウ

ツ
カ
リ

差
し
込
み
プ
ラ
グ
や
ソ
ケ

ッ
ト
に
ぬ
れ
手
で

触
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

電
気
製
品
を
扱
う
時
は
、
忙
し

い
時
で
も

、

手
を
よ
く
拭
い
て
か

ら
取
扱
、
つ
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う。

園
愛
媛
大
学
医
学
部
附
属

国
病
院
市
民
健
康
講
座

口
日

時

9

月
5

日

(
土
)

4

土
寸
1

6

寺

I
H

l
H
 

口
場

所

愛
媛
大
学
医
学
部
臨
床
第

l

講

義
室
(
温
泉
郡
重
信
町
志
津
川

)

口
テ
ー
マ

(財 ) 四国電気保安協会 (n943-3751 )

「
生
活
習
慣
と
健
康」

口
講
師
及
び
内
容

※
「
寝
た
き
り

・

痴
呆
を
防
ぐ
U

型
健
康
法
」

公
衆
衛
生
学
教
授

小
西
正
光

※
「
肺
が
ん
は
な
く
せ
る
か
っ
、

治
せ
る
か
?
」

放
射
線
医
学
教
授

(
司会
)

池
添
潤
平

間

属
病
院
長

口
受
講
料

無
料

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
大
学
医
学
部
総
務
課
庶
務

係

(2
9
6
4

・
5

1
1
1

)

園
企
画
展
「
た
ん
け
ん

1

.
超
ふ
し
ぎ
館
」

口
期

日除
E
i
i
 

間

8 
月

所 30
日

日

ま
で

口
場新

居
浜
市
大
生
院
2

1

3
3

の

2

愛
媛
県
総
合
科

学
博
物
館

企
画
展
示
室

(2
0
8
9
7

・

4
0

・

4
1
0
5

)

口
展
示
コ
ー
ナ
ー

-
ワ

1

プ
ゾ
l

ン

-

光
の
ア
ヴ
ェ

ニ
ュ
l

.
ぐ

る
ぐ
る
ワ

ー
ル
ド

不
思
議
な
展
覧
会

・

み
え
そ
で
み
え
な
い
つ

ふ
し
ぎ
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

チ
ャ
レ
ン
ジ
ゾ

l

ン

口 ・・・・・2 期ふフ生
省 間るオ涯
一 さト学
金 とギ習
γ 紀ヤ活
q ~ 行ラ勤
時 it /六リ成

ti 帰耕 l 震

口
会松

山
市
上
野
町
甲

6
5
0

番
地

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー

4íi~ -

I嘉

血ι
置

.8月三砲の収集目・
清掃センタ 電話 966-4989

1 .もえるとみ

収集曜日 収集地域 収集日又は収集変更日

東谷・西谷

月 ・ 木 土谷・滑川・ 奥松瀬川

~ 天神 (山田団地を除く ) 変更なし

北方東 ・ 北方西

週 火・金
南方東 ・ 南方西

水 ・ 土
町西・町東 (天神を除く) 8月 15 日 (土)は

山田団地・償灘団地・前松瀬川 8月 14 日 (金)に収集

d孟
危 夏 百回
険}2; ~品、

をめ のわ
招日 日ぬ

if 差危
て零 し険
J J血 とを
己可て 気招

ン，Itt ~8 t' 
トわ 叫、

ガ
ラ
ス
な
ど
に
つ
け
た
ア
ク
セ
サ

リ
ー
の
吸
盤
が
レ
ン
ズ
の
働
き
を

し
て
自
然
発
火
し
た
り
、
高
温
に

よ
り
ラ
イ
タ
ー
が
自
然
発
火
、
あ

る
い
は
炭
酸
飲
料
缶
や
ス
プ
レ
ー

缶
が
破
裂
し
た
ケ
l

ス
が
あ
り
ま

す
。

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
ウ
イ
ン

ド

ウ
に
つ
け
た
り
、
不
要
な
も
の
を

車
内
に
置
き
っ
ぱ
な
し
に
す
る
の

は
や
め
ま
し
ょ
う

。

2.もえないごみ・有資源回収

収集地域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 有資源回収

東谷 ・ 西谷

土谷・滑川奥松瀬川 8 月 10 日 ( 月 ) 8 月 24 日 ( 月 ) 8 月 17 日 ( 月 )

天神 (山田団地を除く )

北方東・北方西
8 月 11 日 (火) 8 月 25 日 (火) 8 月 1 8 日 (火)

南方東 ・ 南方西

町西 ・ 町東 (天神を除く )

山田団地・検灘団地 8 月 1 2 日(水) 8 月 26 日(水) 8 月 1 9 日 (水)

前松瀬川



健康センターから

8周健康情報
-健康センター fi966・2191

E1野加諸[，~幸設置

O育児相談
日時 8 月 25 日 (:)(

受付午前 9 時~ 10時

場 所 健康センター l 階

対 象 児 平成9年6 ・ 7月 生まれ、

平成10年1.2月生まれ

(6 . 7 ヵ 月児、 l歳1.2

ヵ月児)

内 容 身体計測、発達チエツ

ク、保健指導、栄養指

導

持 参 品 旬子健康手帳、ア ンケ

一 ト (事前に送付します。)

置民事~日開・

0こ ころの健康相談
精神的に不安定だったり 、 お年

寄りの痴呆等の相談をお受けして

います。

日 時 8 月 27 日同

受付午前 9 時~ 12時

場 所 健康センター及び家庭

訪問

(注)予約制ですので、 事前に保

健婦までご連絡下さい。

0健康相談 ・ 栄養相談

血圧iJ!iJ定 、 尿検査を行っ ていま
す。 健康に関することはお気軽に

0育児学級 | ご相談下さい。

日 時 8 月 25 日ω | 日 時 毎週水曜日

受付午後 l 時~2 時 | 午前 9 時~ 12時

場 所 健康センタ ー l 階 | 場 所 健康センタ - 1 階

対象 児 平成9年9 ・ 10月 生まれ、 | 運動指導室

平成10年4 ・ 5月 生まれ

(3 ・ 4 ヵ 月児、 10 ・ 11 カ

月児)

内 容 身体計iWJ 、 発達チエツ

ク、小児科診察、保健

指導、栄養指導

持 参 品 母子健康手帳、アンケ

ート (事前に送付します。)

EF議長吉ヨ.m置

Oいきいき健康講座

「薬と上手につきあう j

日 時 8 月 31 日明)

午後 l 時30分~3 時

場 所 f控康センタ - 2 1渚

講 師 薬剤師

鴻海俊平先生

-5i1[泊E電通・

-UI..'UU.I・

理学療法士による機能回復の訓

練を行 っ ています。

日 時 毎週水曜日

午後 l 時~3 時

場 所 ガリラヤ荘

(注) 申し込みが必要ですので 、

保健婦までご連絡下さい。

Ei'~._・剛・
日時 8 月 26 日 ω。

場 所 川内 l町役場

午前 9 時~ 1 21時

三浦精機附

午後 l 時30分~ 4r時

日 H寺 対象 児 と 注 意 事項

8 月 12 日附
3 ヵ月 ~7 歳 6 ヵ月の者。

年重 * 百日ぜきにかかったことのある方は二種混合(ジフご目

午後 21時 ~ 3 n寺
テリア ・ 破傷風) を受付で申し出て受けて下さい。

I~~ 
.6. 
Eコ

風 l 歳 ~7 歳 6 ヵ月の者。
8 月 28 日幽

*以前にMMR (風疹 ・ 麻疹・おたふくかぜ) を受け
疹

午後 2 時~ 31時
ている方は、受ける必要ありません。

。場所健康センター 2 階 。持参品 旬子健康手帳、予防接種手帳、体温計

a画‘

基本健診

EEii歯車語圏瞳温掴

日 時 毎週月曜日

午前 8 時30分ι 10時

場 所 健康センタ ー

持 参 品 印鑑、登録をしている犬は鑑札

予防注射済票

E缶~~'~F長幸笥.

7月 の悲本健診、 女性他診の結果を岡jjl) にお返しします。

午前 (9 : 30- 11 ・ 00 ) 午後 ( 1: 30-3 ∞) 

8 月 3 日 (月) 井内公民館 1可之内公民館

8 fI '1 Ell:i� 永野集会所 (111之内西公民館

8 月 6 日附 九騎 海上 ( 1 : 30-2 ∞) 

(10 ・ ∞- 1 1: 00) 生活改善センター
(2:10-3:00) 

8 月 7 日ω 土谷公民館 ~松瀬川公民館

8 月 II E以) 北方公民館 西 rl" 村集会所

8 月 1 8 日ωd 南方京都公民館

8 月 19EIω 南方凶部公民館

8 月 2lEl (創 前松市l川公民館 椴灘団地公民館

8 Pl24EI (月l 健康センター (町西) 健康センター (町東)

EL彊~民説橿四日曜a・j閣車店請初切ヨ吾首理E詩窃.

今年最後の健診日です。 ぜひ 、 受診して

ください。

日時 8 月 27 日 (木)

受付 午後 2 時~ 7 時

場 所 健康センター

8 月の当番医
{診療時間 午前 B 時30分~午後 5 時30分)

日 当番医 住所 電 話

2日
国立療養所

( 1:1 崎t 日 )
愛 媛 丞信 i町I櫛河原

9Eレ1-

病 院
2411 

9 日

( 日 H翌日 )
宮内病院 松U.lr!í :1ヒ梅本 111]

975一

0091 

16 日

( 日 11認 日 )
石川小児科 重信町 ~~i 河原

955-
0333 

23 日 増田整形

( 日 l曜日 ) 外平|
松UJ市南梅本町

970一

2020 

30 日

( 円 H程1:1) 
中川病院 松1.1.1市南権本 IIIT

976ー

7811 



Photo 

表紙の写真

7月 11 日 、 中央公民館で「手づくり 豆腐教室J

が開催されました。

男性料理教室「男肴倶楽部」の指導で中学生

13人が豆腐づくりにチャ レ ンジ 。 石うすで大豆

を挽く作業など本格的な豆腐づくりを休映しま

した 。

戸籍の窓
( 6 月受付分 ・ 敬称略)

( 7 月 1 EI 現在)

11 ，025人 ( -1 4人 )

5，225人 ( -10人 )

5 ，800人 ( - 4 人 )

( +7 戸)

町の勤き

3，720戸

口

世帯数

男

女

人

戦
時
下
の
金
属
供
出

写
真
は

、

昭
和
十
八
年

二
月

二
十
四
日

、

金
属

供
出
の
状
況
を
撮
っ
た
も
の
で
す

。

当
時
は
戦
時

下
で

、

国
の
金
属
供
出
命
令
に
よ
り

、

学
校
の
銅

像
や
寺
の
鐘
な
ど
を
は
じ
め
、
家
庭
内
の
金
属
製

品
も
供
出
さ
れ
、
身
の
回
り
か
ら
金
属
が
姿
を
消

し
ま
し
た

。

写
真
に
は

、

行
政
区
別
に
集
め
ら
れ

た

金
属
製
品
と
当
時
の
川
上
村
村
長
の
三
津
山
保

太
郎
氏
が
写
っ

て
い
ま
す
。

(市
場

田
部
贋
明
さ
ん
提
供
)

な
つ
か

し

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま

す
f

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

住所 氏名 年齢 死亡の 日 世帯主

三恵ホーム 宇都宮スピ子 62 5.23 宇都宮スピ子

原 渡部カメノ 92 6. 6 渡部康繁
土台 久 古田福徳 83 6. 9 古田制使、CI 

問古1'11" 松本美佐川i 77 6.12 松本 繁則

::):1: 内西 酒井美江 74 6.26 j閏 :;!:I : 主手

場菅 安太 87 6.26 菅 安太

女ごめい福をお祈りいたします

連
日
の
夏
空
に
わ
く
わ
く
し
な

い
の
は
歳
の
せ
い
で
し
ょ
う
か

。

と
こ
ろ
で
、
昔
は
日
中

暑
く
て

も
夕
方
に
は
か
み
な
り
と
と
も
に

夕
立
ち
が
あ
り
ま
し
た
が

、

最
近

で
は
、
夕
立
ち
も
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す

。

こ

れ
も
エ
ル
ニ

1

ニ
ョ
現
象
だ
ろ
う

と
か
つ
て
に
考
え
て
い
る
自
分
で

す
が

、

何
に
つ
け
、

昔
は
こ
う
だ

っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
が
出
始
め

て
い
る
の
は
や
っ
ぱ
り
歳
の
せ
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

編集/) 1 1内町総務課

干 791-0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEし (089)966-2222 

印制/岡田印刷
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中
学
生
の
"
豆
腐
守
つ
く
り
“
(
表
紙
)
で
大
豆
を
挽

く
の
に
使
わ
れ
た
の
が
写
真
の
石
う
す
で
す
。

こ
れ
は
、
井
内
(
久
尾
)
の
赤
石
で
作
ら
れ
た
も

の
で
、
昔
は
こ
れ
で
、
麦
、
そ
ば
、
大

一旦
、
と
う
も

ろ
こ
し
な
ど
を
製
粉
し
て
い
ま
し
た

。

久
尾
の
石
う
す

「
久
尾
の
石
う
す
」
は
、
軽
く
て
適
度
に
軟

ら
か
く
、
粉
の
目
も
細
か
く
挽
け
る
た
め
近
郷
の
評

判
も
よ
く
、
遠
く
瀬
戸
内
海
を
渡
っ
て
中
国
地
方
へ

移
出
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す

。

こ
の


